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事業概況総括事業概況総括



上上期の総括と反省期の総括と反省

下期下期施策と施策と今後の今後の計画計画

事業概況総括
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今上今上期期+4.87億円+4.87億円

▲0.99億円▲0.99億円

売上は計画を上回ったが、経常利益、当期
純利益は計画を下回り、減益となった。

期初計画期初計画

売上高売上高 経常利益経常利益 当期当期純利益純利益

利益
前上前上期期

上期の総括と反省

00

(億円）

売上高

(億円）

▲0.81億円▲0.81億円
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売上高（セグメント別）

ITソリューションはSI、アウトソーシング事業が
好調で計画を上回ったが、プロダクトは要員
不足や検収ずれ込みにより、計画を下回った。

(億円）
ITIT

ｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

機器販売機器販売

今上今上期期

売上高 前上期前上期

▲0.35億円▲0.35億円

+6.63億円+6.63億円

▲1.41億円▲1.41億円

期初計画期初計画
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売上総利益率（セグメント別）

利益率の低い大口のSI案件があり、ITソリュー
ションの売上総利益率が計画未達となった。
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上上期の総括と反省期の総括と反省

下下期施策と期施策と今後の今後の計画計画

事業概況総括



下期の施策

1.要員の確保と教育

2.新規事業の推進

3.既存事業の強化

4.全社経営改革

業績回復に向けて、次の施策を実施



下期の施策

1.要員の確保と教育

新卒採用１００名体制の堅持新卒採用１００名体制の堅持

1-1.社員の採用と教育

即戦力教育の徹底、強化即戦力教育の徹底、強化



下期の施策

1.要員の確保と教育

1-2.外注要員の確保

国内：地方拠点の開拓国内：地方拠点の開拓

中国：短期的にはオンサイトも強化、中国：短期的にはオンサイトも強化、
将来的にはオフショアを推進将来的にはオフショアを推進

ベトナム：要員を育成しながら、オフショアベトナム：要員を育成しながら、オフショア､､
オンサイトを並行して実施オンサイトを並行して実施



2.新規事業の推進

下期の施策
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（旧・Arrowfone事業）(億円）

今上今上期期 合計合計6.156.15億円億円
期初計画期初計画 合計合計 6.56.5億円億円

売上高



RFID事業
RFID (Radio Frequency Identification)を使った各種業務ソリューション

様々な業種で引き合い活発で、売上計画様々な業種で引き合い活発で、売上計画
達成見込み。達成見込み。

物流業向けソリューション ～物流管理システム～
＜提案事例＞＜提案事例＞
・アクリル樹脂成型機器・アクリル樹脂成型機器
・冊子配送管理・冊子配送管理
・車体管理・車体管理

入庫登録と同時に
RFタグ発行※
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※1’は入荷時にRFタグを利用されていないケース



LSIターンキー事業
LSI設計／製造／テスト／品質管理までの一貫サービス

＜導入事例＞＜導入事例＞
・カラー・カラーLEDLED表示制御表示制御LSI : LSI : 

駅広告表示パネル駅広告表示パネル

・色彩調整制御・色彩調整制御LSI LSI ：：
某メーカー某メーカーPCPCに搭載に搭載

上期はほぼ計画通りとなったが、検収が上期はほぼ計画通りとなったが、検収が
来期にずれ込んだ案件があり、通期計画来期にずれ込んだ案件があり、通期計画
を下方修正した。を下方修正した。



ストリーミング事業

売上未達も受注は計画を上回って好調。売上未達も受注は計画を上回って好調。
年度内に年度内に11万室導入を達成の見込み。万室導入を達成の見込み。

ホテル向けVOD(ビデオ・オン・デマンド）システム

＜導入事例＞＜導入事例＞

札幌プリンスホテル札幌プリンスホテル

大宮パイオランドホテル大宮パイオランドホテル

アパホテル東京ベイ幕張アパホテル東京ベイ幕張

等等 約４０件約４０件



プライバシーマーク・プライバシーマーク・ISMSISMS認証認証

取得支援コンサルティング取得支援コンサルティング

SVI事業

JJ--SOXSOX診断診断

プライバシーマーク、プライバシーマーク、ISMSISMS認定取得コンサル認定取得コンサル
ティングサービスが好調。ティングサービスが好調。今後は、今後は、内部統制内部統制
関連サービスの需要増も見込まれる。関連サービスの需要増も見込まれる。

セキュリティ関連ソリューション



FMC事業
法人向け携帯IP電話サービスを核とした次世代型コラボレーションシステム

PCPC版の完成により、ＦＭＣ環境の実現に版の完成により、ＦＭＣ環境の実現に
近づく。現在、複数顧客でトライアル中。近づく。現在、複数顧客でトライアル中。

携帯電話とパソコン間での通話や画面共有、
3者以上での通話／通信なども含めた通信システム

ファミリーファミリー



・ジェスチャー認識・ジェスチャー認識
慶応義塾大学と数年にわたって研究慶応義塾大学と数年にわたって研究
WebWebカメラ等のカメラ等の22次元動画情報から次元動画情報から

リアルタイムに「動き」を認識するソフリアルタイムに「動き」を認識するソフ
トウエアアルゴリズムトウエアアルゴリズム

産学連携プロジェクト

・セルクロス・セルクロス
東京大学発のベンチャー企業東京大学発のベンチャー企業 セルクロスセルクロス

が持つ二次元通信技術の事業化にシスが持つ二次元通信技術の事業化にシス
テム構築面で協力。ＬＡＮケーブルや無線テム構築面で協力。ＬＡＮケーブルや無線
ＬＡＮを使わない専用シートによる独自のＬＡＮを使わない専用シートによる独自の
通信技術の実用化にめど通信技術の実用化にめど



アウトソーシング事業の強化アウトソーシング事業の強化

3.既存事業の強化

下期の施策

金融系事業の強化金融系事業の強化

組込み開発の上流工程へのシフト組込み開発の上流工程へのシフト



アウトソーシング事業

受注環境の好調を受け、売上は着実に増加。
今後はサービス内容の拡充を図る。

（市場データ：IDCジャパン調査より）

12000

13000

14000

15000

16000

17000

18000

19000

20000

2004 2005 2006（予測）

0

20

40

60

80

100

市場（暦年表記）

NSW（年度表記）

（億円） （億円）



システム要求分析

システム方式設計

ｿﾌﾄｳｴｱ要求分析

ｿﾌﾄｳｴｱ方式設計

ｿﾌﾄｳｴｱ詳細設計 単体テスト

ｿﾌﾄｳｴｱ結合

ｿﾌﾄｳｴｱ的確性
確認テスト

システム結合

システム的確性
確認テスト

コーディング

テスト

製造

設計

利用

一括受託
範囲

設計受託

組込み開発の上流工程へのシフト

今後は、設計部分からの請負をさらに推進



金融系事業の強化

フィナンシャルサービス専任部門にて積極的
に展開。生損保業界の深耕と、クレジット業界
への新規参入を推進。

損保業ｼｽﾃﾑ損保業ｼｽﾃﾑ構築構築
代理店管理ｼｽﾃﾑ
自動車保険業務ｼｽﾃﾑ
資産運用ｼｽﾃﾑ
顧客管理ｼｽﾃﾑ
Ｄａｔａ Ｗａｒｅ Ｈｏｕｓｅ

銀行業銀行業/JA/JAｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ構築構築
勘定系ｼｽﾃﾑ

・顧客管理 ・定期／財形
・内国為替 ・基幹DB構築 ｅｔｃ.

統合ｼｽﾃﾑ(移行/中継)
ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ端末
新情報基盤ｼｽﾃﾑ

証券業ｼｽﾃﾑ証券業ｼｽﾃﾑ構築構築
電子ＣＰ決済ｼｽﾃﾑ
保振決済ｼｽﾃﾑ
Ｔ+１対応
勘定系ｼｽﾃﾑ

・約定照合
・決済照合 ｅｔｃ.

生保業ｼｽﾃﾑ生保業ｼｽﾃﾑ構築構築
代理店管理ｼｽﾃﾑ
販売ﾁｬﾈﾙｼｽﾃﾑ
地域管理ｼｽﾃﾑ
営業支援ｼｽﾃﾑ
４０１ｋｼｽﾃﾑ

信販・ｸﾚｼﾞｯﾄ信販・ｸﾚｼﾞｯﾄｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ構築構築
債権管理ｼｽﾃﾑ
回収業務ｼｽﾃﾑ
割賦ｼｽﾃﾑ
対外接続系ｼｽﾃﾑ

ﾈｯﾄﾜｰｸ構築ﾈｯﾄﾜｰｸ構築
Ｗｅｂサイト構築
DBﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
ｾｷｭﾘﾃｨ対策

・ﾌｧｲﾔｰｳｫｰﾙ
・電子認証
・暗号化



事業部門改革／本社部門改革事業部門改革／本社部門改革
および制度改革等を推進および制度改革等を推進

4.全社経営改革

下期の施策
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今期の計画
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151520020066/3/3期実績期実績

(億円）

上期の影響を織り込み、計画を修正。
配当は年間15円を維持。

20020077/3/3期計画期計画

売上高売上高 経常利益経常利益 当期利益当期利益

売上高 利益

(億円）

315億円315億円

5億円5億円

2.5億円2.5億円
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今期の計画（事業別内訳）

ＩＴソリューション + システム機器販売
プロダクト

（ 新規事業 ）

売上高

(億円）

SVI事業
FMC事業

ストリーミング事業

LSIターンキー事業
RFID事業

182億円

112億円

294億円
315億円

195億円

120億円

（22億円）
（9.4億円）

1.7億円

1.9億円

5.5億円

3億円

3.5億円

5億円

3.5億円

7億円

新規事業内訳

0.3億円

9.4億円

22億円

2006/3実績 2007/3計画



中期経営目標
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売上高売上高
経常利益経常利益
当期利益当期利益

売上高売上高 利益

2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

3030

1010

2020

385億円385億円

27億円27億円

16億円16億円

今期を底にして、増収増益基調へ
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プロダクト

182億円

112億円

150億円

235億円

294億円

385億円

45億円

77億円

27億円

販売管理費

49億円

粗利率21.3％

粗利率19.1％

売上高 利益

32億円

【39％】

【61％】

営業外
損益
1億円

年
率

9.5％

（ 新規事業 ）

（粗利率30％）
（75億円）

（22.5億円）

中期事業目標

（9.4億円）

25

【38％】

【62％】



Humanware By Systemware


